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子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

　

八
木
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
。

　
　
　

市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
に
つ
い
て
、
八

木
町
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

「
す
く
す
く
八
木
っ
こ
」
と

い
う
団
体
が
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
後
、
民

生
児
童
委
員
さ
ん
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　

生
活
道
路
の
設
置
に
つ

い
て

　

中
央
道
路
建
設
に
伴
い

問市
長

問

移
転
し
た
先
に
進
入
路
が

未
だ
に
な
い
。  

　
　
　

中
央
道
路
建
設
に

伴
う
移
転
先
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
早
急
に
周
辺
の

方
の
ご
意
見
を
聞
き
つ
つ
取

り
組
む
。

　
　

基
幹
道
路
に
つ
い
て

　

中
部
広
域
圏
の
中
核
病

院
で
あ
る
南
丹
病
院
へ
の
進

入
道
路
が
借
地
で
あ
り
、

賃
料
を
病
院
が
支
払
っ
て
い

る
事
実
を
解
消
し
、
そ
の

延
伸
を
早
期
に
実
行
、
本

郷
―
垣
内
間
の
環
状
線
と

し
て
都
市
計
画
道
路
の
位

市
長

問

置
づ
け
を
せ
よ
。

　
　
　

南
丹
病
院
新
病
棟

用
道
路
を
本
郷
駅
西
区
画

整
理
と
整
合
性
を
考
え
な

が
ら
長
谷
線
整
備
と
合
わ

せ
つ
つ
早
急
に
取
り
組
む
。

南
丹
病
院
の
意
見
を
聞
き
つ

つ
、
用
地
買
収
の
進
ん
で
い

る
場
所
か
ら
順
次
進
め
る
。

　
　

環
境
衛
生
に
つ
い
て

　

今
、
当
地
区
の
生
活
ご

み
の
一
切
を
民
間
企
業
の
カ

ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

ま
か
し
て
い
る
。
周
知
の
ご

と
く
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生

に
よ
り
一
時
休
止
を
余
儀
な

市
長

問

く
さ
れ
、
我
々
の
ご
み
焼
却

を
他
自
治
体
に
助
け
て
も

ら
っ
て
い
る
。
根
本
的
に
公

衆
衛
生
上
、
ゴ
ミ
問
題
を
一

私
企
業
に
任
せ
て
し
ま
う
こ

と
は
い
か
が
な
も
の
か
。
今

後
、
亀
岡
京
都
も
含
め
た

広
域
的
行
政
課
題
と
し
て

取
り
組
む
つ
も
り
は
な
い

か
。

（
通
告
外
質
問
の
た
め
答
弁

な
し
）

　
　

国
道
4
7
7
号
、
八
木

大
堰
橋
歩
道
橋
は
幅
が
狭

く
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
八
木
大
堰
橋
は
地
域

住
民
の
生
活
環
境
道
路
と

し
て
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
、

通
院
、
幼
稚
園
の
送
迎
に
利

用
さ
れ
て
お
り
、
平
成
8
年

に
竣
工
さ
れ
た
、
歩
道
部
分

の
東
側
は
幅
3
・
3
メ
ー
ト

ル
と
広
く
、
昭
和
7
年
に
造

ら
れ
た
西
側
は
、
幅
1
・
5

メ
ー
ト
ル
と
狭
い
。
人
と
自

転
車
が
通
行
す
る
際
、
危
険

で
、
大
き
な
事
故
が
な
か
っ

問

た
の
が
幸
い
で
あ
る
。
朝
の

多
い
と
き
は
、
10
分
間
で
約

80
人
が
利
用
し
、
土
日
は
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
で
約

1
2
0
人
が
通
行
す
る
。
西

側
の
歩
道
橋
は
、
安
全
に
問

題
が
あ
る
た
め
、
府
に
対
し

て
の
対
応
を
市
長
に
伺
う
。

　
　
　

歩
道
橋
は
、
中
学
生

の
通
学
路
や
施
設
等
の
方

が
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、

旧
八
木
町
時
代
か
ら
も
歩

道
橋
の
安
全
性
は
府
に
対

し
、
要
望
を
行
い
、
府
の
方

も
今
、
前
向
き
に
検
討
を
し

て
い
る
と
聞
く
。
1
日
も
早

市
長

く
、
改
良
促
進
が
実
現
す
る

よ
う
に
、
引
き
続
き
要
望
を

続
け
る
。

　
　

組
織
機
構
見
直
し
が
行

わ
れ
、
新
た
に
環
境
課
が
で

き
、
地
球
環
境
問
題
、
生
活

汚
染
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
、

自
然
再
生
、
街
並
み
景
観
な

ど
の
取
組
み
が
必
要
で
あ

る
が
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ア
ユ
モ

ド
キ
・
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
な
ど
の
南
丹
市
内
に
お

け
る
絶
滅
寸
前
種
、
絶
滅
危

惧
種
の
保
全
で
、
市
内
で
の

生
息
確
認
調
査
・
保
護
啓
発

問

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

こ
の
す
ば
ら
し
い

市
内
の
自
然
を
保
護
す
る

こ
と
は
市
民
の
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
保
全
に
も
つ
な

が
る
。
市
民
と
市
が
主
体
と

な
り
生
息
調
査
を
実
施
。
20

年
に
は
府
に
お
い
て
絶
滅

野
生
生
物
の
保
全
に
関
す

る
条
例
が
施
行
さ
れ
る
。
地

域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
子

供
達
に
、
故
郷
に
対
す
る
誇

り
と
愛
情
を
持
っ
て
も
ら

う
観
点
か
ら
、
学
校
・
社
会

教
育
の
場
に
お
い
て
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

市
長

八木大堰橋歩道橋は
改修すべき 丹政クラブ

川勝　眞一 議員

府も前向きに検討している市長

子育て支援の
充実を

民生児童委員の意見も聞き

活緑クラブ
八木　　眞 議員

市長

振興計画で市民に
夢と希望を

で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
進
め
や
す
い
組
織
の

検
討
も
必
要
で
あ
る
。

　

計
画
策
定
の
審
議
委
員
は
、

よ
き
応
援
団
で
あ
る
の
で
、
大

い
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

検
討
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

と
り
方
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
現
在
、
実
施
に
向
け
調

整
中
で
、
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

具
現
化
に
努
力
し
た
い
。
審
議

委
員
は
応
援
団
と
の
言
葉
、
大

変
あ
り
が
た
い
。タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
開
催
の
や
り
方
等
、

大
き
な
検
討
課
題
と
認
識
し
て

市
長

い
る
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
、
重
要
な
要
素
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

計
画
推
進
に
は
組
織
が
重
要

と
の
認
識
で
、
８
月
に
は
機
構

改
革
を
実
施
、
11
月
に
は
休
日

に
管
理
職
研
修
を
実
施
し
た
。

今
後
も
、
意
欲
的
な
職
員
の
育

成
、
多
元
的
な
対
応
が
で
き
る

職
員
の
育
成
に
努
め
た
い
。

　
　

綾
部
美
山
線
の
洞
峠
、
京

都
日
吉
美
山
線
の
鏡
坂
峠
は
行

き
止
ま
り
で
あ
り
、
長
年
開
通

促
進
の
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
鉄
路
の
な
い
美
山
町
は
、

道
路
が
唯
一
の
移
動
手
段
で
あ

問

　
　

今
回
策
定
さ
れ
た
「
総
合

振
興
計
画
」
は
、
市
と
し
て
最

初
で
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、

市
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
も

の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
実

施
計
画
の
立
て
方
と
進
め
方
は

重
要
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
新
規

事
業
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。

　

地
方
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
は
、

経
営
感
覚
と
職
員
の
育
成
、
意

識
改
革
と
情
報
収
集
、
ア
イ
デ

ア
や
調
整
力
な
ど
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
特
に
職
員
が
、

常
に
問
題
意
識
を
持
ち
果
敢
に

改
革
に
取
り
組
み
、
い
か
に
市

民
協
働
な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

問

り
、
行
き
止
ま
り
集
落
は
、
集

落
維
持
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。

綾
部
の
奥
上
林
と
の
「
水
源
の

里
」
連
携
を
模
索
す
る
な
ど
、

追
い
風
と
な
っ
た
限
界
集
落
支

援
対
策
を
活
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
。  

　
　
　
　
長
年
の
熱
心
な
促
進
協

の
取
り
組
み
に
、
敬
意
を
表
し

ま
す
。
南
丹
市
は
、「
全
国
水

源
の
里
連
絡
協
議
会
」
に
も
加

盟
し
、
過
疎
法
の
見
直
し
等
あ

ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
、
最
も

基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
道

路
整
備
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

市
長

　
　

栄
町
公
民
館
進
入
路

の
拡
幅
は
区
民
全
体
の
長

年
に
わ
た
る
切
な
る
願
い

で
あ
る
。
拡
幅
部
分
に
は

多
く
の
南
丹
市
所
有
地
が

含
ま
れ
る
と
い
う
好
条
件

で
あ
り
、
検
討
を
願
う
。

ま
た
、
改
修
・
拡
幅
費
用

に
つ
い
て
地
元
負
担
が
原

則
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

地
域
活
動
の
核
と
な
る
施

設
へ
と
通
ず
る
道
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
考
慮
に
い
れ

た
総
合
的
判
断
を
望
む
。

　

栄
町
区
で
は
小
山
東
町

の
向
河
原
団
地
の
建
設
・

問

居
住
者
の
移
転
に
と
も
な

い
、
遊
休
地
が
増
え
、
区

の
空
洞
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
跡
地
活
用
は
重

要
な
事
柄
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　

新
設
す
る
道
路
と

現
道
と
の
取
り
合
い
部
分

程
度
の
区
画
は
整
備
す
べ

く
検
討
を
し
て
い
る
。
公

民
館
進
入
路
に
つ
い
て
は

地
元
の
用
地
提
供
が
必
要
、

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
府
営
住
宅
の
跡
地

市
長

に
つ
い
て
は
管
理
に
万
全

を
期
す
る
。
遊
休
地
に
つ

い
て
は
個
別
の
利
活
用
・

処
分
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

保
育
所
の
新
施
設
の

検
討
に
つ
い
て
。
昨
今
の

社
会
形
態
の
変
化
に
よ
り

保
育
所
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
多
様
化
し
て
い
る
。
そ

の
対
応
を
考
え
る
と
き
、

入
所
児
童
と
比
べ
て
施
設
・

設
備
の
手
狭
さ
は
否
め
な

い
事
実
で
あ
る
。
幼
保
一

元
化
・
認
定
こ
ど
も
園
の

検
討
を
求
め
る
声
も
上

が
っ
て
お
り
、
環
境
面
で

問

の
配
慮
を
考
え
る
と
、
抜

本
的
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す

る
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

保
育
所
の
総
合
的

な
政
策
検
討
を
行
う
検
討

会
の
設
置
に
努
力
し
て
い

る
。
幼
保
一
元
化
・
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
を
検
討
す

る
中
で
保
育
環
境
の
一
層

の
充
実
を
踏
ま
え
、
新
た

な
る
施
設
が
ど
の
よ
う
な

物
に
な
る
か
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
今
後
検
討
し
て

い
く
。

市
長

進入路の拡幅は
区民の願い
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